
「
構
造
改
革
」
の
名
で
庶
民
を
い
た
め
つ
け
、
深
刻
な
過
疎
と
地
方

の
疲
弊
を
生
み
出
し
た
政
治
、「
政
治
と
カ
ネ
」
を
め
ぐ
る
底
知
れ
な
い

腐
敗
―
「
も
う
こ
ん
な
政
治
は
ゴ
メ
ン
」
と
い
う
国
民
の
声
が
政
治
を

動
か
す
新
し
い
時
代
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。 

発行 日本共産党和歌山県委員会         

                和歌山市西長町２－33   ℡073（425）4111 

七
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
自
民
党
・
公
明
党
の
政
治
に 

国
民
が
「
ノ
ー
」
の
き
び
し
い
審
判
を
く
だ
し
ま
し
た
。 

政
治
を
前
向
き
に
動
か
し
、
お
お
も
と
か
ら
の
改
革
で 

明
る
い
未
来
を
と
も
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

日
本
共
産
党
は
政
治
で
も
経
済
で
も
、「
改
革
の
基
本
方
針
」（
日
本
共

産
党
綱
領
）
を
も
っ
て
、
「
国
民
が
主
人
公
」
の
日
本
を
め
ざ
し
て
い
る

政
党
で
す
。 



 

 

最
近
五
年
間
で
生
活
保
護
世
帯
は
二
十
七
万
世
帯
増
加
し
百

八
万
世
帯
に
達
し
、
い
く
ら
働
い
て
も
貧
し
い
「
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
人
は
、
四
百
五
十
万
―
六
百
万
世
帯
に
の

ぼ
り
ま
す
。
自
殺
者
や
餓
死
者
も
増
え
て
い
ま
す
。 

 
一
方
、
大
企
業
（
資
本
金
十
億
円
以
上
）
は
、
こ
の
九
年
間

（
九
七
―
〇
六
年
）
で
、
儲
け
を
一
五
・
一
兆
円
か
ら
三
二
・

八
兆
円
に
増
や
し
な
が
ら
、
税
金
は
一
二
・
一
兆
円
か
ら
一
三
・

七
兆
円
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
株
主
へ
の
配
当
は
約
四
倍
に
も
増
え

て
い
ま
す
。
従
業
員
の
給
与
は
、
九
年
連
続
減
少
し
て
い
る
の

に
、
増
税
、
高
負
担
を
押
し
つ
け
て
い
ま
す
。 

２ 

 

戦
後
六
十
二
年
も
経
つ
の
に
、
日
本
に
は
い
ま
だ
に
米
軍
基
地

が
居
座
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。「
日
米
安
保
条
約
」
が
あ
る
か
ら
で

す
。
首
都
に
外
国
の
軍
隊
基
地
が
あ
る
の
は
日
本
だ
け
で
す
。 

 

イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
世
界
の
国
々
が
軍
隊
を
撤
退
さ
せ
て
い
ま



す
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
言
わ
れ
る
ま
ま
協
力
を
続

け
る
ば
か
り
か
、
米
軍
と
と
も
に
「
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
」
づ

く
り
へ
、
憲
法
の
改
悪
ま
で
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

経
済
面
で
も
「
郵
政
民
営
化
」「
超
低
金
利
政
策
」
な
ど
、
ア
メ

リ
カ
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
国
民
に
犠
牲
を
押
し
つ
け
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
が
財
政
赤
字
を
放
置
し
な
が
ら
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
を
で

き
る
の
も
、
日
本
が
大
量
の
ア
メ
リ
カ
国
債
を
買
い
続
け
て
い
る

の
が
一
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
や
っ
た
戦
争
、

日
本
が
ア
ジ
ア
で
や
っ
た
戦
争
は
大
義
の
な
い
侵
略
戦
争

だ
っ
た
」
と
い
う
の
は
世
界
の
常
識
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
政
権
党
・
自
民
党
は
違
い
ま
す
。「
『
自

存
自
衛
』
の
正
し
い
戦
争
だ
っ
た
」
「
日
本
は
し
か
た
な
く

戦
争
に
ふ
み
き
っ
た
」
と
い
う
「
靖
国
神
社
」
の
考
え
と
同

じ
国
会
議
員
が
多
数
派
で
、
安
倍
前
首
相
は
そ
の
典
型
で
し

た
。
小
泉
元
首
相
は
、
靖
国
神
社
に
六
年
連
続
参
拝
し
て
、

日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
は
行
き
詰
ま
り
、
世
界
か
ら
孤
立
を
深

め
て
い
ま
す
。 

 
日本がめざした「大東亜」の範囲 

３ 



 

 

 

 

◎ 

「
国
民
の
生
活

と
権
利
を
守
る

『
ル
ー
ル
あ
る

経
済
社
会
』
を
つ

く
る
」
（
日
本
共

産
党
綱
領
） 

 

く
ら
し
の
支
え
に
な
る
社
会
保
障
制
度
を
つ
く
り
ま
す 

「
消
え
た
年
金
」
、
高
齢
者
へ
の
増
税
、
医
療
の
保
険
料

ア
ッ
プ
と
窓
口
負
担
の
増
大
な
ど
、
国
民
の
く
ら
し
を
ふ
み

つ
け
に
す
る
政
治
は
許
せ
ま
せ
ん
。 

 

国
民
の
く
ら
し
に
安
心
を
も
た
ら
す
こ
と
こ
そ
、
政
治
の

つ
と
め
で
す
。 

◎ 

「
国
民
の
各
層
の
生
活
を
支
え
る
基
本

的
制
度
と
し
て
、
社
会
保
障
制
度
の
総
合
的

な
充
実
と
確
立
を
は
か
る
」
（
日
本
共
産
党

綱
領
） 

長
時
間
労
働
や
一
方
的
解
雇
を
規
制
し
ま
す 

「
カ
ロ
ー
シ
」
が
国
際
語
に
な
る
ほ
ど
、
異
常
な

長
時
間
労
働
。
日
雇
い
派
遣
労
働
な
ど
非
正
規
の
労

働
者
の
増
大
は
、
政
治
が
生
み
出
し
た
も
の
で
す
。

若
者
の
２
分
の
１
が
正
社
員
に
な
れ
ず
、「
こ
れ
で
は

結
婚
も
子
育
て
も
で
き
な
い
」
―
―
未
来
を
に
な
う

若
者
に
も
、
働
き
ざ
か
り
の
世
代
に
と
っ
て
も
、
働

く
ル
ー
ル
の
改
善
は
待
っ
た
な
し
で
す
。 

 日 本 ドイツ フランス 

残業規制 なし 
1 日 2 時間年

60 日以内 

残 業 含 め 週

48 時間以内 

解雇規制法 なし あり あり 

失業保険 11 ｹ月 32 ヶ月 60 ヶ月 

納税者憲章 なし あり あり 

 

こんなに違う働くルール 

４ 



５ 

 

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
４
０
％
。
地
球
温
暖
化
の
も
と

で
食
糧
危
機
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
他
に
例
を
み
な
い
低
さ

で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
農
産
物
の
価
格
と
農
家
の
所
得

保
障
に
力
を
い
れ
て
、
家
族
経
営
を
守
り
ま
す
。 

大
企
業
に
は
、
そ
の
儲
け
に
お
う
じ
た
税
負
担
を
求
め
ま
す 

農
業
を
国
づ
く
り
の
土
台
に 

◎ 

「
国
の
産
業
政
策
の
な
か
で
、
農
業
を
基
幹

的
な
生
産
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
る
」
（
日
本

共
産
党
綱
領
） 

〇
七
年
一
〇
月
一
〇
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、
日
本

共
産
党
の
佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
は
、
法
人
税
を
十
年
前

の
水
準
に
戻
す
だ
け
で
約
四
兆
円
、
研
究
開
発
減
税
な
ど

の
政
策
減
税
を
た
だ
せ
ば
、
合
計
五
兆
円
の
財
源
が
で
き

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
大
も
う
け
し
て
い
る
大
企
業
か
ら

き
ち
ん
と
税
金
を
と
る
べ
き
で
す
。 

自
民
党
や
民
主
党
は
「
年
金
の
財
源
の
た
め
消
費
税
引

き
上
げ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
消
費
税
の
約
八
割

が
、
大
企
業
な
ど
の
法
人
税
減
収
の
穴
埋
め
と
し
て
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。 

 

◎ 

「
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
と
い
う
原
則
に
た
っ
た

税
制
と
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
め
ざ
す
」（
日
本
共
産

党
綱
領
） 



 

イ
ラ
ク
で
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
、
テ
ロ
を
な
く

す
手
段
と
し
て
戦
争
が
無
力
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
間

の
現
実
が
示
し
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
が
協
力
し
て
、

テ
ロ
リ
ス
ト
を
法
の
裁
き
に
か
け
る
こ
と
こ
そ
必
要

で
す
。 

 

憲
法
９
条
に
違
反
し
て
自
衛
隊
を
海
外
へ
派
遣
す

る
こ
と
は
、
キ
ッ
パ
リ
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
医
療
な

ど
の
平
和
的
な
人
道
支
援
こ
そ
お
こ
な
う
べ
き
で
す
。

 

 

戦
争
協
力
の
海
外
派
兵
を
や
め
る 

 

日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
ー
沖
縄
と
岩
国
の
海

兵
隊
遠
征
軍
、
横
須
賀
の
空
母
打
撃
群
、
佐
世

保
の
遠
征
打
撃
群
、
三
沢
な
ど
の
航
空
宇
宙
遠

征
軍
な
ど
「
日
本
防
衛
」
と
は
無
縁
の
「
な
ぐ

り
込
み
」
部
隊
で
す
。 

◎ 

「
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
、
海
外
派
兵
立
法

を
や
め
、
軍
縮
の
措
置
を
と
る
」
（
日
本
共
産

党
綱
領
）

 

 

６ 



「
軍
事
同
盟
」
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
友
好
条
約
を
結
ぶ 

い
ま
、
世
界
で
は
軍
事
同
盟
を
解
消
し
、
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
で
経
済
協
力
・
友
好
促
進
を
進
め
る
大
き

な
流
れ
が
起
き
て
い
ま
す
。 

 
と
こ
ろ
が
自
民
党
政
治
は
、
日
米
（
軍
事
）
同
盟

最
優
先
で
、
グ
ア
ム
に
つ
く
る
基
地
の
費
用
を
ふ
く

め
て
、
ア
メ
リ
カ
の
使
い
勝
手
の
よ
い
基
地
に
つ
く

り
変
え
る
費
用
と
し
て
、
３
兆
円
を
日
本
政
府
は
ア

メ
リ
カ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
考
え
で
す
。 

世
界
の
ど
こ
へ
で
も
戦
争
に
で
か
け
、
自
衛
隊
を

仲
間
に
引
き
入
れ
て
血
を
流
さ
せ
よ
う
と
す
る
ア
メ

リ
カ
。
な
ぐ
り
込
み
部
隊
の
米
軍
基
地
は
、
日
本
の

守
り
の
た
め
で
は
な
く
、
国
民
に
と
っ
て
は
百
害
あ

っ
て
一
利
な
し
で
す
。 

 

７ 

◎ 

「
日
米
安
保
条
約
を
、
条
約
十
条
の
手

続
き
（
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
の
通
告
）
に
よ

っ
て
廃
棄
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
そ
の
基
地

を
撤
退
さ
せ
る
。
対
等
平
等
の
立
場
に
も

と
づ
く
日
米
友
好
条
約
を
結
ぶ
」
（日
本
共

産
党
綱
領
） 



 

来
年
度
か
ら
使
わ
れ
る
高
校
日
本
史
の
教
科
書
検
定
に
お
い

て
、
文
部
科
学
省
は
、
沖
縄
戦
で
軍
隊
が
「
集
団
自
決
」
を
強

制
し
た
と
い
う
記
述
を
修
正
・
削
除
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
た

い
し
て
、
沖
縄
県
民
の
怒
り
が
爆
発
し
、
人
口
の
一
割
に
あ
た

「
正
し
い
戦
争
だ
っ
た
」
と
い
う
議
員
は
自
民
だ
け
で
な
く
、
民
主
党
に
も 

 

「
元
号
法
制
化
」
の
運
動
な
ど
を
す
す
め
て
き

た
「
日
本
を
守
る
国
民
会
議
」
と
、
国
家
主
義
的

な
宗
教
団
体
な
ど
が
合
流
し
て
、
九
七
年
に
で
き

た
「
日
本
会
議
」
は
、
靖
国
神
社
と
人
的
に
も
結

び
つ
き
、
日
本
が
お
こ
な
っ
た
侵
略
戦
争
を
正
当

化
す
る
運
動
の
中
心
で
す
。 

 

こ
の
日
本
会
議
と
連
動
し
た
国
会
議
員
懇
談
会

に
は
、
自
民
党
や
民
主
党
の
国
会
議
員
が
名
前
を

連
ね
て
い
ま
す
。 

 

自
民
党 

衆
院
１
４
９
人 

参
院
６
０
人 

 

民
主
党 

衆
院 

１
８
人 

参
院 

７
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
〇
五
年
七
月
時
点
） 

る
十
一
万
人
余
が
県
民

大
会
に
参
加
。
政
府
に

対
応
を
迫
り
ま
し
た
。 

歴
史
の
書
き
か
え
を

許
さ
な
い
世
論
が
政
治

を
動
か
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

 

１１万人が集まった沖縄県民大会 
（07．9．29、宜野湾市） 

８ 



 

自
民
党
は
二
〇
〇
五
年
十
一
月
、
新
憲
法
の
草

案
を
発
表
し
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
の
狙
い
は
、
９

条
を
変
え
て
、
海
外
で
戦
争
が
で
き
る
国
に
す
る

こ
と
で
す
。 

国
と
国
の
も
め
ご
と
を
、
話
し
合
い
で
解
決
し
、

２
度
と
戦
争
を
し
な
い
こ
と
は
、
日
本
が
憲
法
で

決
意
し
た
こ
と
で
す
。
日
本
共
産
党
は
平
和
憲
法

憲
法
９
条
を
変
え
て
、「
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
」
め
ざ
す
自
民
党 

国名 死者数 備考 

中国 
１０００万人 

２０００万人 

※ ⑴抗日戦８年間 

※ ⑵ 

ベトナム ２００万人  

インドネシア ４００万人 講和条約会議でイン

ドネシア代表 

フィリピン １００万人 講和条約会議でフィリ

ピン代表 

インド １５０万人 ベンガル餓死者⑶ 

ニュージーラ

ンド 

１１，６２５人 政府公表 

オーストラリア ２３，３６５人 政府公表 

泰面鉄道 ７４，０２５人 イギリスが調査 

日本 ３１０万人 厚生省発表 

※ ⑴東北部・台湾を除く ⑵劉大年・中国社会科学院
近代史研究所名誉所長の報告 ⑶政府任命の調査委
員会の調査 ⑷ビルマとタイを結ぶ鉄道工事、連合軍捕
虜などを動員。 

吉岡吉典元参院議員調査。朝鮮、ビルマ（当時）マレ

ーシア、シンガポールなどの死者数は、 

公的数字が明らかでありません。 

９ 

を
守
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
真
の
友
好
関
係
を
き

ず
き
ま
す
。 

◎ 

「
現
行
憲
法
の
前
文
を
ふ
く
む
全
条
項
を
ま
も

り
、
と
く
に
平
和
的
民
主
的
条
項
の
完
全
実
施
を

め
ざ
す
」
（
日
本
共
産
党
綱
領
） 

 

日本の侵略戦争によるアジア・太平洋諸国で

の犠牲者の数 



質問    安保条約安保条約安保条約安保条約がないとがないとがないとがないと、、、、日本日本日本日本がががが外国外国外国外国からからからから    

攻攻攻攻められたらどうするのめられたらどうするのめられたらどうするのめられたらどうするの？？？？    

 「安保をなくしたら外国から攻めてくる」など言われますが、政府関

係者にも本気でそんなことを考えている人はいません。福田首相の父の

福田赳夫元首相は「冷戦時代」の当時でも、「（日本が侵略されることは）

万万万が一（１兆分の１の確率）」といいました。実際、フィリピンは国

会の議決で、アメリカ基地をなくしましたが、フィリピンが侵略される

といった事態は起きていません。北朝鮮は飢餓のうえ油がなく戦争の遂

行は不可能です。 

「それでも不安だ」と感じられ方もいるで 

しょうが、もしそういう事態になれば、侵略 

した側には国際社会からの批判が殺到するで 

しょうし、また、持てる力（自衛隊や警察力 

など）を総動員し、侵略勢力から国を守るた 

めに、全力をあげます。 

１０ 

質問    マスコミマスコミマスコミマスコミはははは「「「「北朝鮮北朝鮮北朝鮮北朝鮮はははは、、、、社会主義社会主義社会主義社会主義・・・・共産共産共産共産    

主義主義主義主義のののの国国国国」」」」とととと言言言言いますがいますがいますがいますが、、、、本当本当本当本当？？？？    

 とんでもありません。北朝鮮は社会主義や共産主義とは無縁の独裁国家

です。マスコミなどは、何の根拠も示さず社会主義・共産主義の国といっ

ているにすぎません。また、崩壊したソ連も外国を侵略したり、国民を抑

圧したりするなど、社会主義・共産主義ではありませんでした。 

社会主義・共産主義というと「財産を共有する」などの大きな誤解があ

りますが、本来は「人間による人間の搾取もなく、抑圧も戦争もない、真

に平等で、自由な人間関係からなる社会」（日本共産党規約）という人類最

高の未来の社会形態です。 



質問  他他他他のののの政党政党政党政党がががが受受受受けけけけ取取取取っているっているっているっている政党政党政党政党    

助成金助成金助成金助成金をなぜもらわないのかをなぜもらわないのかをなぜもらわないのかをなぜもらわないのか。。。。    

国民のなかには政党を支持している人もいれば、どの政党も支持していない

人もいます。一方、国民は憲法にもとづき思想・表現の自由や、集会・結社の

自由が保障されていますから、どの政党に政治資金を寄付するか、寄付しない

かというのは、各個人のまったくの自由に属することです。ところが、その各

個人が支払った税金が勝手に、支持もしていない政党に分配されてしまうとい

うのは、憲法に保障された国民の権利を乱暴にふみにじるもので、まったくの

違法だということです。赤ちゃ

んから大人まで、国民一人当た

り 250円の税金を政党同士で分

け合う最悪の制度です。「政治

とカネ」の事件が相次ぐ根っこ

には、政治資金を政党助成金と

企業・団体献金に依存している

問題があるのではないでしょ

うか。 

１１ 

９５年～２００４年 

質問  企業献金企業献金企業献金企業献金もももも、、、、政党助成金政党助成金政党助成金政党助成金もももも受受受受けずけずけずけず    

日本共産党日本共産党日本共産党日本共産党のののの政治資金政治資金政治資金政治資金はどこからはどこからはどこからはどこから？？？？    

日本共産党は、党費、「しんぶん赤旗」や書籍の事業活動、個人からの寄付

など、党員と国民のみなさんから寄せられた浄財を活動資金としている唯一

の政党です。 

 だからこそ、大企業にも遠慮するこ 

となく、適正な税金をとるよう主張で 

きるのです。 



 

 

日
本
共
産
党
と
い
う
名
前
に
は
、
侵
略
戦
争
に
命
が
け
で
反
対
し
た
歴
史
が
き
ざ

ま
れ
て
い
ま
す
。 

同
時
に
、
真
に
平
等
で
豊
か
な
社
会
、
人
間
の
能
力
が
全
面
的
に
発
揮
で
き
る
、

そ
ん
な
未
来
（
共
産
主
義
社
会
）
を
産
み
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

◎
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
日
本
で
は
、
民
主
主
義
と
自
由
の
成
果
を
は
じ
め
、

資
本
主
義
時
代
の
価
値
あ
る
成
果
の
す
べ
て
が
、
受
け
つ
が
れ
、
い
っ
そ
う
発

展
さ
せ
ら
れ
る
」（
日
本
共
産
党
綱
領
） 

 

日
本
共
産
党
に
入
っ
て
、
ご
い
っ
し
ょ
に 

世
直
し
を
し
ま
せ
ん
か 

宮本さんは反戦によって日本人の 

名誉を救ったー加藤周一さん 
「歴史的記念碑ともいうべき宮本顕治さんの偉大さは十

五年戦争に反対を貫いたことである。それができた人は、

日本では例外中の例外だった。宮本顕治と百合子はあ

の時代にはっきりした反戦を表明し、そのために激しい

弾圧を受けた。…宮本顕治さんは反戦によって日本人の

名誉を救った。戦争が終わり世界中が喜んでいるのに日

本人だけが茫然（ぼうぜん）自失状態だった時に、宮本さ

んは世界の知識層と同じように反応することができた」 

１２ 
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